
検定成績（移動13ヶ月又は過去1カ年の平均）

経産 牛 
年 

乳脂 率 乳蛋白質率  無脂固形分率  搾乳 牛 

  

●牛舎周囲に約14ヘクタールの自給粗飼料用農地を確保。夏はコーン、冬はイタリアンを作付けし、 
　それぞれサイレージに調整し給与。粗飼料を自給することで低コストな生乳生産を実現。 
●当地で牛群検定が開始された直後から検定に参加。 
　約36年にわたり牛群検定を継続実施中。 
●検定成績表と牛の状態を見比べた飼料給与、体細胞数等のチェックを親子で欠かさず実施。 
●地元酪農協が推奨する国内ＮＴＰトップ40種雄牛利用に賛同。　早速利用したところ、 
　国内種雄牛の娘は乳量が期待どおり増加したことから、現在はすべてＮＴＰトップ40から選定。 
●後継牛は、すべて自家育成。 
●育成と搾乳技術に定評があり、酪農協からの遺伝子導入事業で導入したスーパーカウの 
　管理を委託。生まれた産子から昨年検定済種雄牛が誕生。 
●20頭の黒毛和種ＥＴ用供卵牛を繋養。受精卵移植等で生産した和牛子牛を市場で販売し、 
　乳代と異なる収入源を確保。 

　Ｆ3.97％、Ｐ3.28％、SNF8.76％と高く安定した乳成分率。 

H24.12月 
H25.12月 
H26.12月 

25.2kg 
26.1kg 
25.9kg 

29.3kg 
30.2kg 
29.4kg 

搾乳牛1頭当たり 
305日補正成績 

経産牛1頭当たり 
年間成績 

4.03% 
3.98% 
3.97% 

3.27% 
3.25% 
3.28% 

8.77% 
8.74% 
8.76% 

平均乳成分率（%） 平均乳量（kg） 

9,812kg 
10,275kg 
10,390kg 

9,313kg 
9,529kg 
9,349kg 

1日1頭当たり乳量（kg） 

（鹿児島県） 

搾乳牛舎の外観と内部 
（外側の牛と入れ替えて搾乳） 



牛舎前の草地、 
夏はコーン、冬はイタリアンを中心に 
サイレージ用に植え付け 

自ら電柱等資材を確保。 
低コストで建築した育成舎。 

年 
体細胞数 

（年間平均） 

　体細胞数も年間13万台で極めて良好。西南暖地にありながら、 
　分娩間隔は全国平均を下回る416日。繁殖も順調に推移。 
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分 娩 間 隔  

千/ml
2産 

（予定） 
 

3産 
（予定） 
 

平均 
（予定） 
 

4産以上 
（予定） 
 

ET用の黒毛和種雌 



  ＮＴＰＴＯＰ40を基本にした種雄牛の
選定が実践され、後継牛を計画的に確保し
ています。 
 これにより、高能力はもちろん、長命連産
性に優れた体型改良も実現されています。 

　牛群検定の成績は年によって上下せず、非常
に高く安定しています。 
 背景には、 国内ＮＴＰトップ40の交配による後
継牛の的確な確保と、これによる乳量をはじめと
した推定育種価（ＥＢＶ）の着実な改良があり、この
ことは牛群改良情報からしっかりと読み取るこ
とができます。また、繁殖も順調に推移しており、
生涯生産乳量で優れた牛を多数輩出するなど、
優れた繁殖性や長命性も発揮されています。 
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